
たからものずかん

いわきの化石
か　　　 せき

いわき市四倉町産　肉食　海生

ぜつめつしたネズミザメのなかまで
13ｍにもおよぶ大きな体をもって
いました。

イワキクジラの時代 （400～300万年前）

いわきの化石
たからものずかん

まん ねん まえ

か　　　せき

フタバサウルス　スズキイ　ふくげん　体長　6m50cm

いわき市大久町板木沢産　約 8,500 万年前白亜紀後期　肉食　海生

フタバサウルスの頭骨

ムカシホオジロザメの歯　×0.67

とう　こつ

たいちょう

し　 おお　ひさ　まち　いた　 ぎ　　さわ　さん　　　 やく　　　　　　　　　　まん　ねん まえ　はく　あ　　き　こう　き　　　　にくしょく　　　かい せい

新属新種のくびが長いタイプのクビナガリュウのなかまで、骨格の
70％が産出されています。日本では最も保存状態がよい資料です。

しん　 ぞく　しん　しゅ　　　　　　　　　　　　　 　なが                                                                                                                                                          　　　　 こっ　 かく

　　　　　　　　　　さん しゅつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　 ほん　　　　　　 もっと　　　　 ほ　 ぞん じょう たい　　　　　　　　　　し　りょう

現生セミクジラの生たい図　

いわき市四倉町産　プランクトン食　海生

イワキクジラと呼ばれているクジラ化石は、数種のクジラ
のなかまが含まれています。現在まで四倉町では１６個体
のクジラ化石がかくにんされています。このクジラはセミ
クジラに近いなかまです。

イワキクジラ　×0.023

し　 よつ　くら　まち　さん　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょく　　　かい せい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ                                                                        か　　せき               　 すう しゅ

　　　　　　　　　　　　　　　 ふく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 げん　ざい　　　　　　　よつ　くら　まち　　　　　　　　　　　　　こ　 たい

　　　　　　　　　　　　　か　 せき

　　　　　　　　　　　　 ちか

し　 よつ　くら　まち　さん　　　 にくしょく　　　かい せい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おお　　　　　　　　からだ
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じ　　だい

（国立科学博物館資料より引用）

現生ネズミザメ

（Compagno 1984 より引用）
こくりつ　か　がく　はく ぶつ かん　し りょう　　 いん よう

（ウィキペディアより引用）
いん よう

コ ン パ ー グ ノ 　 　 　 　 　 　　　　いん よう

けいさい　　　　　 か　せき　　　じ　だい

せき つい

よう たい

まえ

たい

うしろ

げん　せい
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いわきの化石
か　　せき

（掲載した化石の時代）
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2 3

フタバサウルスのなかまのウコウ骨　×0.18

いわき市大久町産　肉食　海生

イワキリュウのウコウ骨　×0.13

（トリナクロメルム）

いわき市大久町産　肉食　海生

トリナクロメルムのふくげん骨格
ティタノサウルスのなかまの歯　×1.55

フタバサウルスふくげん骨格図

フタバサウルスのなかまの大たい骨　×0.16
モササウルスのなかまの下あご　×0.88

ハドロサウルスのなかまのせきつい骨　×0.44

モササウルスのなかまのふくげん図

フタバサウルスと同じ時代の海にいた、
くびが短いクビナガリュウのなかまです。
橋本一雄氏らによって発見されました。

モササウルスは、とかげのなかまから
進化して海で生活するおおがた海生は
ちゅう類です。

ティタノサウルスのなかまのふくげん図

ティタノサウルスのなかまのなかには、
体の長さが40ｍにもなるものもいました。

ハドロサウルスのなかまのふくげん骨格

いわきで見つかるハドロサウルスのなかまは、
もっともげんし的ななかまです。

中  生  代
ちゅう　　せ い　　だ い

中  生  代
ちゅう　　せ い　　だ い

いわきの恐竜時代の化石Ⅰ（8,900 ～ 8,500 万年前）
きょう りゅう じ　　だい　　　　　　か　 せき

まん ねんまえ いわきの恐竜時代の化石Ⅱ　（8,900 ～ 8,500 万年前）まん ねん まえ
きょう りゅう じ　　だい　　　　　　か　 せき

し　 おお　ひさ　まち　さん　　　　にくしょく　　　かい せい

し　 おお　ひさ　まち　さん　　　 　にくしょく　　　かい せい

いわき市大久町産　肉食　海生
し　 おお　ひさ　まち　さん　　　　にくしょく　　　かい せい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 おな　　　　　じ　 だい　　　　 うみ

　　　　　　　　　みじか　　　　　

はし　もと　かず　 お　　し　　　　　　　　　　　　　　　 はっ　けん

しん　　か　　　　　　　 うみ　　　　 せい かつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かい せい

　　　　　　　　 るい

　　　　　　　　　　　　 み　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てき

からだ　　　 なが　　　　

いわき市大久町産　肉食　海生
し　 おお　ひさ　まち　さん　　　　にくしょく　　　かい せい

いわき市大久町産　草食　陸生
し　 おお　ひさ　まち　さん　　　そうしょく　　　りく　せい

いわき市大久町小久産　草食　陸生
し　 おお　ひさ　まち　 こ　　ひさ　さん　　　そうしょく　　　りく　せい

こつ

こっ かく 　ず

こっ　かく　　

こっ　 かく　

だい　　　　　　 こつ

こつ

こつ

は

ず

した

ず

（Russell 1967 より引用）
 ラ ッ セ ル 　 　 　 　 　 　 　 　いん よう

（大恐竜展図録より引用）
だいきょうりゅうてんず ろく　　　　　 いん よう

（国立科学博物館資料より引用）
こくりつ　か　がく　はく ぶつ かん　し りょう　　 いん よう
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スカパノリンカス（サメ類）の歯　×2.23

ミツクリザメのそせんのなかま。

クレタラムナ（サメ類）の歯　×2.8

ネズミザメのそせんのなかま。

中  生  代
ちゅう　　せ い　　だ い

新  生  代
し ん　　せ い　　だ い

エンテロドンのなかまの骨格図

炭じゅうのなかまのふくげん骨格

エンテロドンの歯　×0.94

イノシシににた大きな動物です。

いわきの石炭をつくった時代の化石Ⅰ（3,400 万年前）いわきの恐竜時代の化石Ⅲ（8,900 ～ 8,500 万年前）
きょう りゅう じ　　だい　　　　　　か　 せき せき　　たん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 じ　　だい　　　　　 か　　せき　

まん ねん まえ まん ねんまえ

フタバサウルスと同じ海にいたヒメのなかま
で大きな歯をもったさかなです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 おな　　　　うみ

　　　おお　　　　　　　 は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おお　　　　　　　どう　ぶつ

いわき市大久町産　肉食　海生
し　 おお　ひさ　まち　さん　　　　にくしょく　　　かい せい

いわき市大久町産　肉食　海生
し　 おお　ひさ　まち　さん　　　　にくしょく　　　かい せい

いわき市の炭こうのなか　雑食　陸生
し　 　　　たん　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざっしょく　　　りく せい

炭じゅうのなかまの上あご　×0.87

カバににた動物で、ヨーロッパでは炭層からよく
みつかることから炭じゅうとよばれています。

　どう　ぶつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たん　そう

　　　　　　　　　たん

いわき市小川町産　雑食　陸生
し　 お　 がわ　まち　さん　　　　ざっ しょく　　　りく せい

エンコードスの上あごの歯と・下あご　×0.91

いわき市大久町産　肉食　海生
し　 おお　ひさ　まち　さん　　　　にくしょく　　　かい せい

うわ　　　　　　　　　　は　　　　　　した

は

こっ かく 　ず

たん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うわ

たん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こっ かく

エンコードス（ヒメ目ぎょ類）の骨格図
もく　　　　　　 　るい　　　　　こっ かく　 ず

るい　　　　　　は るい　　　　　　は

4 5

現生のミツクリザメ

（Compagno 1984 より引用）
 コ ン パ ー グ ノ 　 　 　 　 　 　　　　いん よう

現生のネズミザメ

（Compagno 1984 より引用）
 コ ン パ ー グ ノ 　 　 　 　 　 　　　　いん よう

（Scott 1937 より引用）
ス コ ッ ト  　　　　　　 　　　　　いん よう

（Scott 1937 より引用）
 ス コ ッ ト  　　　　　　 　　　　　いん よう

げん　せい

げん　せい
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6 7

ナカヤマコウヨウクジラの頭骨　×0.07

新  生  代
し ん　　せ い　　だ い

新  生  代
し ん　　せ い　　だ い

いわきの熱たいの海にはげんし的なひげくじら
のなかまであるナカヤマコウヨウクジラがいました。

シロムス（うみがめ）のこうら　×0.15

プロトプテルムのなかまの大たい骨　×0.29

骨しつ歯鳥のなかまの上あご　×0.7

骨しつ歯鳥のなかまのふくげん図

プロトプテルムのなかまのふくげん骨格

プロトプテルム

いわきの石炭をつくった時代の化石Ⅱ（3,400 万年前）
せき　 たん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 じ     だい　　　　　　か     せき　　　　　　　

                   まん ねん まえ イワキゾウの時代の化石（1,600 万年前）
じ     だい              　か     せき　　                                                                

まん ねん まえ

ペンギンににたとべない鳥
で、ペリカンのなかまとさ
れていましたが、さいきん
の研きゅうでペンギンその
ものだと考えられています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                  とり

　　　　けん

　　　　　　　　　　　　かんが

いわき市内郷産　肉食　海生
し　 うち　ごう　さん　　　 　にくしょく　　　かい せい

いわき市小川町産　肉食　海生
し　 お　 がわ　まち　さん　　　 　にくしょく　　　かい せい いわき市いわきニュータウン産　プランクトン食　海生

し　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さん　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょく　　 かい せい いわき市平中山産　肉食　海生
し　たいらなか やま さん　　　 　にくしょく　　　かい せい

　　　　　　　　　　　　　ねつ　　　　　　　　　　 うみ　　　　　　　　　　　　　　　　　てき　
ナカヤマコウヨウクジラがすんでいたおなじ
海には小がたのウミガメのなかまのシロムス
がいました。

うみ　　　　　　　 こ

イワキゾウの下あご　×0.1

当時のいわきは熱たいで、その大地
には４本のぞうげをもったふるいタ
イプのイワキゾウがいました。

とう　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　 ねっ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だい　 ち

　　　　　　　　　 ほん

（ステゴロフォドン）

いわき市いわきニュータウン産　草食　陸生
し　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さん　　　そうしょく　　　りく せいだい　　　　　　 こつ

くちばしがのこぎり歯の
ようになったぜつめつした
おおがたの鳥です。

骨しつ歯鳥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                　 ば

　　　　　　　　　　　　　　　とり

こつ　　　　　　　　ば　ちょう

こっ　かく

した

とう　こつ

イワキゾウのふくげん図
ず

ケトテリウム骨格
こっ かく

シロムスのこうらと頭骨
とうこつ

こつ　　　　　　　 ば　ちょう　　　　　　　　　　　　　　　 うわ

こつ　　　　　　　 ば　ちょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず

（いわき市石炭化石館展示資料より引用改変）
 し　せき たん　か　せき　かん てん じ　 し りょう　　　　　いん よう かい へん

（いわき市石炭化石館展示資料より引用改変）
 し　せき たん　か　せき　かん てん じ　 し りょう　　　　　いん よう かい へん

（ウィキペディアより引用）
いん よう

（長谷川他 2005 より引用）
は　や　かわほか　　　　　　　　　　　　いん よう
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ナカヤマコウヨウクジラの頭骨　×0.07

新  生  代
し ん　　せ い　　だ い

新  生  代
し ん　　せ い　　だ い

いわきの熱たいの海にはげんし的なひげくじら
のなかまであるナカヤマコウヨウクジラがいました。

シロムス（うみがめ）のこうら　×0.15

プロトプテルムのなかまの大たい骨　×0.29

骨しつ歯鳥のなかまの上あご　×0.7

骨しつ歯鳥のなかまのふくげん図

プロトプテルムのなかまのふくげん骨格

プロトプテルム

いわきの石炭をつくった時代の化石Ⅱ（3,400 万年前）
せき　 たん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 じ     だい　　　　　　か     せき　　　　　　　

                   まん ねん まえ イワキゾウの時代の化石（1,600 万年前）
じ     だい              　か     せき　　                                                                

まん ねん まえ

ペンギンににたとべない鳥
で、ペリカンのなかまとさ
れていましたが、さいきん
の研きゅうでペンギンその
ものだと考えられています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                  とり

　　　　けん

　　　　　　　　　　　　かんが

いわき市内郷産　肉食　海生
し　 うち　ごう　さん　　　 　にくしょく　　　かい せい

いわき市小川町産　肉食　海生
し　 お　 がわ　まち　さん　　　 　にくしょく　　　かい せい いわき市いわきニュータウン産　プランクトン食　海生

し　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さん　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょく　　 かい せい いわき市平中山産　肉食　海生
し　たいらなか やま さん　　　 　にくしょく　　　かい せい

　　　　　　　　　　　　　ねつ　　　　　　　　　　 うみ　　　　　　　　　　　　　　　　　てき　
ナカヤマコウヨウクジラがすんでいたおなじ
海には小がたのウミガメのなかまのシロムス
がいました。

うみ　　　　　　　 こ

イワキゾウの下あご　×0.1

当時のいわきは熱たいで、その大地
には４本のぞうげをもったふるいタ
イプのイワキゾウがいました。

とう　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　 ねっ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だい　 ち

　　　　　　　　　 ほん

（ステゴロフォドン）

いわき市いわきニュータウン産　草食　陸生
し　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さん　　　そうしょく　　　りく せいだい　　　　　　 こつ

くちばしがのこぎり歯の
ようになったぜつめつした
おおがたの鳥です。

骨しつ歯鳥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                　 ば

　　　　　　　　　　　　　　　とり

こつ　　　　　　　　ば　ちょう

こっ　かく

した

とう　こつ

イワキゾウのふくげん図
ず

ケトテリウム骨格
こっ かく

シロムスのこうらと頭骨
とうこつ

こつ　　　　　　　 ば　ちょう　　　　　　　　　　　　　　　 うわ

こつ　　　　　　　 ば　ちょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず

（いわき市石炭化石館展示資料より引用改変）
 し　せき たん　か　せき　かん てん じ　 し りょう　　　　　いん よう かい へん

（いわき市石炭化石館展示資料より引用改変）
 し　せき たん　か　せき　かん てん じ　 し りょう　　　　　いん よう かい へん

（ウィキペディアより引用）
いん よう

（長谷川他 2005 より引用）
は　や　かわほか　　　　　　　　　　　　いん よう



たからものずかん

いわきの化石
か　　　 せき

いわき市四倉町産　肉食　海生

ぜつめつしたネズミザメのなかまで
13ｍにもおよぶ大きな体をもって
いました。

イワキクジラの時代 （400～300万年前）

いわきの化石
たからものずかん

まん ねん まえ

か　　　せき

フタバサウルス　スズキイ　ふくげん　体長　6m50cm

いわき市大久町板木沢産　約 8,500 万年前白亜紀後期　肉食　海生

フタバサウルスの頭骨

ムカシホオジロザメの歯　×0.67

とう　こつ

たいちょう

し　 おお　ひさ　まち　いた　 ぎ　　さわ　さん　　　 やく　　　　　　　　　　まん　ねん まえ　はく　あ　　き　こう　き　　　　にくしょく　　　かい せい

新属新種のくびが長いタイプのクビナガリュウのなかまで、骨格の
70％が産出されています。日本では最も保存状態がよい資料です。

しん　 ぞく　しん　しゅ　　　　　　　　　　　　　 　なが                                                                                                                                                          　　　　 こっ　 かく

　　　　　　　　　　さん しゅつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　 ほん　　　　　　 もっと　　　　 ほ　 ぞん じょう たい　　　　　　　　　　し　りょう

現生セミクジラの生たい図　

いわき市四倉町産　プランクトン食　海生

イワキクジラと呼ばれているクジラ化石は、数種のクジラ
のなかまが含まれています。現在まで四倉町では１６個体
のクジラ化石がかくにんされています。このクジラはセミ
クジラに近いなかまです。

イワキクジラ　×0.023

し　 よつ　くら　まち　さん　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょく　　　かい せい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ                                                                        か　　せき               　 すう しゅ

　　　　　　　　　　　　　　　 ふく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 げん　ざい　　　　　　　よつ　くら　まち　　　　　　　　　　　　　こ　 たい

　　　　　　　　　　　　　か　 せき

　　　　　　　　　　　　 ちか

し　 よつ　くら　まち　さん　　　 にくしょく　　　かい せい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おお　　　　　　　　からだ
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じ　　だい

（国立科学博物館資料より引用）

現生ネズミザメ

（Compagno 1984 より引用）
こくりつ　か　がく　はく ぶつ かん　し りょう　　 いん よう

（ウィキペディアより引用）
いん よう

コ ン パ ー グ ノ 　 　 　 　 　 　　　　いん よう
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せき つい

よう たい

まえ
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うしろ

げん　せい
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いわきの化石
か　　せき

（掲載した化石の時代）

脊椎

腰帯

前ヒレ
こつ

けんこう骨

けん帯

後ヒレ

2億2500万

年前

おく　　　　 まん

ねんまえ

6550万年前
まんねんまえ

三畳紀
さん　じょう　き

ジュラ紀
き

白亜紀
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第三紀
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